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CR社会実装促進 酒田ワーキング概要

 酒田市概要：
・酒田港と庄内空港があり、かつて北前船の
寄港地として「東の堺、西の酒田」と称された。
・当時、三十六人衆という自治組織により街が
運営されたこともあり、文化風土として市民の
気概が高い。
・1926年代以降は臨海型の素材産業、80年以降
は電子産業が立地。
・2003年、酒田港がリサイクルポートに指定。
臨海部への資源循環型社会に対応した企業の集
積を図るとともに、新たな工業団地の整備を進
め、立地企業への支援の充実などによる積極的
な企業誘致を推進。
・2023年10月、再エネ海域利用法に基づく促進
区域の指定等で「有望区域」に新規選定された。
・日本海、庄内平野、鳥海山系の豊かな自然を
生かした農業・水産業も盛ん。

サスケナブル！
＠酒田
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工場・発電所等

貯留

燃焼灰

農業＆野菜工場

コンクリート
→建物・道路他 藻場・漁礁

→水産業

合成LPG

バイオ燃料
→公共交通機関

畜産（飼料）

再エネ＋水電解等

CO2直接利用

CO2

水素

CR技術CO2供給元

地場の水素

CO2利用者：事業者

ごみ焼却場/下水処理場

メタン・水素

林業

 CO2バリューチェーンを軸に地域創生→広島・大牟田に続くモデルに
カーボンリサイクル酒田モデル案

・酒田共同火力
・サミット酒田パワー
・地域立地工場等

・Spiber

酒田市・庄内・山形県 （秋田県にかほ市・由利本荘市）

・住友商事

・ジェイアール
東日本企画

山形大学・東北公益文科大学・慶応義塾大学（鶴岡キャンパス、先端生命科学研究所）
９

生活資材

・いろは蔵パーク

・山形銀行
・荘内銀行
・鶴岡信金

・庄内スマート・テロワール

産
学
官
連
携
で
推
進

研究／起業支援
で人財流入

・地元企業
・地元企業

CO₂分離
回収

鉱物化

化学品転換

・酒田FRC

・三共

・東北東ソー

微細藻類類

合成燃料
(メタン・LP)

・連携企業候補（案）

観光活性
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